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８．研究実績報告（成果）

日本列島及びその周辺域を対象として、これまで各大学や観測機関で蓄積されてきた地

形、重力、地殻構造、地殻変動、地震活動等の基礎データを整理・統合し、地殻活動予測

シミュレーションモデル開発の基礎となるデータベースを開発することを目的として、各

大学において、ア.日本列島地殻活動情報データベースの構築、イ.地殻活動データ解析シス
テムの開発、ウ.古い地震記象の整理とデータベース化、などが開始された。
地震研究所では、所内に古地震・古津波記録委員会（島崎委員長）をつくり、地震研究

所が保管する古い記象の整理・提供を進めた。平成１６年度は、古い津波記録約１万枚の

マイクロフィルム化とスキャナーデータの作成を実施した。また、すでにマイクロフィル

ム化された資料のスキャナーデータの作成について研究を行った。マイクロフィルムの中

には、記録がうすくて、実用に耐えうるようなスキャナーデータが得られるかどうか難し

いものが少なくなく今年度は試験的作成にとどめている。

一方、今年度からスタートした、海溝型地震に関する調査研究(RR2002)の過去の地震記
録整理委員会では、源記録からのスキャンを実施している。本共同研究プロジェクトもこ

れに協力し、地震研究所では、HES 記録について源記録を提供している。本共同研究とし
ては、このための研究打合せを実施した。
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